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 発行者の略号 東書 教図 

 書名 新編 新しい技術・家庭 技術分野 未来を創る Technology 新 技術・家庭 技術分野 明日を創造する 

协
ア
卐
教
科
・
種
目
に
共
通
な
観
点 

①編集の趣旨と工夫 ①単元の項は、「目標」「学習課題」「実践内容」「資料」で構成されており、同じレイアウトになる

ように編集されている。 

①各ページに二次元コードがあり、関連資料、動画、ワークシートを利用できる。 

①主体的に問題解決に取り組み、生涯にわたって技術を工夫し創造し続けられる資質・能力の育成

を目指した編集となっている。１つの編は、「編の導入」「基本ページ」「学習のまとめ」で構成さ

れ、学習を深めるためのページやコラムも豊富にある。 

①見出しがページの端にも印刷されていて、内容が検索しやすい構成になっている。 

①章末には、学習したものを生かした職業や産業についてのコラムがある。学習と就業が一連に感

じられる構成になっている。 

①基礎技能の習得をまとめた別冊「スキルアシスト」と各分野に設計・計画ができるワークシート

が付属されている。 

①発展する部分には二次元コードから補足資料を得ることができる。 

①技術に興味・関心を持ち、時代の変化に柔軟に対応できる力、自らの手で課題を解決できる力を

育成することを目標とした編集になっている。 

①「学習のキーワード」「問題解決する流れを考えよう」など、指導のしやすさや学習の振り返りや 

すさに着眼している。 

①見出しがページの端にも印刷されていて、内容が検索しやすい構成になっている。 

（ｱ）教育基本法、学校教育法及び学習指導要領との関連 

教育基本法（第１条、第２条）及び学校教育法（第 49 条・第 30 条２項）に基づき、学

習指導要領において示された「資質・能力」の３つの柱で整理された各教科の目標を踏ま

えた工夫や配慮がなされているか。  

①生きて働く「知識・技能」を習得するための工夫や配慮  

②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成を図るための工夫や配慮  

③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」を涵養するための工

夫や配慮 

①技術の原理・原則や基礎的な技術の仕組みについて、本文の内容を裏付ける図などを掲載するこ

とで、科学的な思考に基づく知識が習得できるよう工夫されている。 

②主体的に思考・判断・表現しながら技術による問題解決に取り組むことを重視し、問題解決例で

は「問題解決のプロセス」が随所に設けられ、工夫・創造することの大切さと思考のきっかけが

示されている。 

③巻頭の「SDGs と Technology」と巻末の「Society5.0 のその先へ」を通して、生活や社会と技術

との関わりについて紹介し、人が豊かに安全に暮らしていくために技術が貢献していることを伝

え、豊かで健全な心が養われるように配慮されている。 

①基礎・基本の知識と技能を１章で習得できるような章構成にし、幅広い知識と教養を身につけら

れるよう配慮されている。 

③生徒自身が未来の社会を創造するという意識を持てるよう、関連する内容には、「SDGｓ」のマー

クを掲載している。また、キャリア教育として、社会で技術を活かしている人、伝統的な技術を

継承する人、社会で活躍する人々を特集し、生徒が自らの進路を想像できるように配慮されてい

る。 

（ｲ）市町の方針との関連 

①小田原市  ②箱根町  ③真鶴町  ④湯河原町 

 

①巻頭に「SDGs と Technology」をわかりやすく特集し、「小田原市学校教育振興基本計画」の『こ

れからの社会に対応した教育の推進』に則り、持続可能な社会の構築に寄与する態度が養えるよ

うに配慮されている。 

②イメージマップやフィッシュボーンなど思考を視覚化する活動や、多彩な学習法による多角的・ 

多面的に見る力を通して「箱根町教育基本方針」の『未来に大きな理想と明るい希望を持って貢

献できる人』を培う教育を行うことができる。 

①問題解決学習に適した設計・計画の立て方と実習題材を豊富に掲載することで「小田原市学校教

育振興基本計画」の『学ぶ意欲を高め、確かな学力 の定着をめざした授業の展開』および『個に

応じた学習指導の充実』の一助となっている。 

②コラム「技ビト」を通して学習内容を社会・生活に活かすキャリア教育の視点から、「箱根町教育

基本方針」の『未来に大きな理想と明るい希望を持って貢献できる人』を培う教育を行うことが

できる。 

（ｳ）内容と構成 

○ 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされて

いるか。  

①主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮  

②他教科との関連等、カリキュラム・マネジメントに資する工夫や配慮  

○学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされ

ているか。  

③言語能力の確実な育成  

④伝統や文化に関する教育の充実  

⑤体験活動の充実  

⑥学校段階間の円滑な接続  

⑦情報活用能力の育成  

⑧生徒の学習上の困難さに応じた工夫  

〇生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされているか。  

①技術を読み取る活動、思考ツールの活用、フィールドワークやインタビュー、まとめと発表の仕

方など学習方法がわかりやすく示されており、主体的な学びができるようになっている。社会で

活躍する技術に携わる方々のメッセージが「技術の匠」として掲載され、技術者との対話的な学

びができるようになっている。「技術の天びん（最適化）」「環境」「防災」「情報モラル」「消費者」

「伝統文化」などのマークで学習を深めるポイントが示されている。 

②「リンクマーク」で他分野の内容や家庭分野、他の教科との関連を示している。また、「技術の見

方・考え方」を示し、「技術の最適化」を単元立てて取り扱うことで、職業観・勤労観の育成につ

なげている。（⑥） 

④未来の社会像「Society5.0」の特集ページを設け、社会の発展と技術について自ら考察できるよ

う工夫されている。 

⑧⑨導入やまとめの活動の配置が固定されている。UD フォント、ふりがなや図版、イラストの配置

などに、ユニバーサルデザイン配慮がされている。 

①すべての内容項目の章立てが共通化され、技術の基礎・基本がわかりやすく学べる構成になって

いる。また、実習の基礎技能は別冊の「スキルアシスト」で確認しやすくなっている。社会との

つながりを考えられるように、「先輩に聞いてみよう」のコーナーが設けられ、技術者・未来の自

分との対話的な学びができるようになっている。構想を具体化するに当たり、思考の流れ、頭の

中を整理できる表があり、学習を深めることができる。 

④伝統技術や日本の文化について考えられるコラムが設定されている。 

⑤題材の実践を通して問題解決の力がつく構成になっている。「スキルアシスト」や「切り取り式設

計計画シート」など実習が進めやすい構成になっている。 

⑦技術が持つプラス面とマイナス面の両方に生徒の意識が行く工夫がされている。 

⑧⑨読みやすさの工夫がされている。見やすさ、情報量、文字サイズなどの工夫がされている。重

要語句は青の太文字、資料は編ごとの色のマーカーなど見つけやすい工夫がされている。 

（ｴ）分量・装丁・表記等 

① 各内容の分量とその配分は適切であるか。  

② 体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がなされているか。  

③ 文章表現や漢字・用語・記号・計量単位・図版等、生徒が理解しやすいような工夫や配

慮がなされているか。 

①各内容の分量は、時数、学期、学年配分などからみて偏りがなく適切である。 

②表紙をめくると目次になっており、学習内容が見渡せるようになっている。また、巻頭の「教科

書の構成」では、教科書の構成マークの意味について説明し、教科書の構成を十分に理解した上

で活用できるようにしている。 

③本文・イラスト・写真・図表等の配分は適切で、かつ関連を持たせた構成にしている。色覚特性

に関する専門家の協力のもと、読みやすい工夫がされている。 

②「見つける」→「学ぶ」→「振り返る」という３ステップで構成され、作業手順も明確になって

いる。学習の流れの中で「基礎知識」「基礎技能」「安全」を学び、考える場面が設定されている。 

②実習での技能習得に関わるページでは、下段の技能チェック欄で学習の振り返りができるように

なっている。 

③一連の流れが写真で示され、キーワードと解説が適切に示されている。 

协
イ
卐
教
科
・
種
目
別
の
観
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①実践的・体験的な活動を通して、基礎的な知識及び技能の習得やそれらを生かした思考

力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫や配慮がなされているか。 

①生徒自身の問題解決に導くために、「問題の発見、課題の設定」「設計・計画」「製作・制作・育成」

「評価、改善・修正」の流れを統一的に示すとともに、ワークシート例が掲載されている。これ

により、見通しを持って課題に取り組むことができる。 

①問題解決に必要な基礎的な技能を二次元コードからリンクさせて掲載し、問題解決の際に選択し

て活用することができる。 

①右利きでの使用方法だけでなく、左利きの動作を表した動画も掲載されていて、利き手によらず、

基礎的技能の習得に配慮している。 

①各工程で学ぶべき基礎技能や作業のポイントが大きな写真付きで詳しくまとめられている。また、

設計・計画の流れを各編共通の４ステップ（問題の発見、目的・条件の設定、構想・計画の具体

化、計画のまとめ）にまとめることで、生徒が問題解決の力を養えるように工夫されている。 

①巻末に付属した設計計画表では、生徒個人の設計・計画を、手順を踏んで自らまとめられるよう

にし、問題解決の力を定着できるように工夫されている。 

②「技術の見方・考え方」や「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせた学習となるよ

う、内容構成に工夫や配慮がなされているか。 

②技術分野のガイダンスにおいて、技術の見方・考え方が「最適化の窓」として示されている。こ

の「最適化の窓」をのぞき、生活や社会における技術を見ることで、技術の工夫に気付くことが

できるように配慮されている。 

②各編１章の章末には「技術の問題解決の工夫」があり、その章で学んだ技術の見方・考え方につ

いてまとめるとともに、２章の問題解決における「問題の発見」につながるよう工夫されている。 

②学習ごとの冒頭の「めあて」と、ページ末の「振り返る」が対応しているので、生徒自身での学

習の振り返りが取り組みやすくなっている。また、編の終わりには、観点別に「まとめ」と「振

り返り」ができるよう工夫されている。 

③既存の技術の理解を図る学習過程や、生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定 

し解決する力を養う学習過程が取り上げられているか。 

③問題の発見や課題の設定の際に、考えや意見を整理する手段として、フィッシュボーンや５W１H

などの思考ツールを紹介している。また、イメージマップやベン図といったアイデアを多く出す

方法も紹介している。 

③各編の導入において、身の回りの製品や社会における技術の最適化について取り上げ、「技術の見

方・考え方」によって、既存の技術の工夫を読み取ることができるように工夫されている。 

③技術のプラス面とマイナス面を理解して、わたしたちの未来の社会につなげることができるよう

に、生徒が自らの問題としてとらえることができるような資料が充実している。 

③各編のまとめでは、技術の役割や活用についてまとめることで、これまでに学んだ技術の見方・

考え方を働かせたり、技術の問題解決について考えまとめたりすることで、思考力・判断力・表

現力等の評価ができるよう配慮されている。 

－ １０ － 
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 発行者の略号 開隆堂  

 書名 技術・家庭 技術分野 テクノロジーに希望をのせて  

协
ア
卐
教
科
・
種
目
に
共
通
な
観
点 

①編集の趣旨と工夫 ①実践的・体験的な学習活動を豊富に設定し、その活動を通して生徒が自立して主体的により良い

生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて必要とされる基礎的・基本的な知識及び技能を習得

できるように編集されている。 

①各ページに二次元コードがあり、教科書会社以外にもリンクでつながり、関連資料、動画、ワー

クシートを利用できる。 

 

（ｱ）教育基本法、学校教育法及び学習指導要領との関連 

教育基本法（第１条、第２条）及び学校教育法（第 49 条・第 30 条２項）に基づき、学

習指導要領において示された「資質・能力」の３つの柱で整理された各教科の目標を踏ま

えた工夫や配慮がなされているか。  

①生きて働く「知識・技能」を習得するための工夫や配慮  

②未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成を図るための工夫や配慮  

③学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」を涵養するための工

夫や配慮 

①幅広い知識と教養の基盤となる、技術分野の基礎的・基本的な知識や技能を確実に習得できるよ

うにするとともに、生活の中の真理を追究できるようになるために、科学的な根拠をもとに、技

術を理解・習得できるようにしている。 

③知的財産権を尊重する態度、技術にかかわる倫理観、綿密さへのこだわり、忍耐強さなど具体的

な育成を図ろうとする工夫が見られる。 

 

（ｲ）市町の方針との関連 

①小田原市  ②箱根町  ③真鶴町  ④湯河原町 

 

①技術に関する進路や職業に関する話題が充実していて、「小田原市学校教育振興基本計画」の『キ

ャリア教育の推進』に対応している。技術との関わりについて考えながら、職業観を育み、勤労

を重んじる態度を養えるようにしている。 

②基礎的・基本的な内容を中心に、豊富な資料により視野を広げているので、「箱根町教育基本方針」

の『かしこく～基礎・基本の定着～と～思考力・表現力の育成～』を培う教育を行うことができ

る。 

 

（ｳ）内容と構成 

○ 中学校学習指導要領（平成 29 年告示）の改訂の要点を踏まえた工夫や配慮がなされて

いるか。  

①主体的・対話的で深い学びの実現に向けた学習活動に資する工夫や配慮  

②他教科との関連等、カリキュラム・マネジメントに資する工夫や配慮  

○学習指導要領の改訂における教育内容の主な改善事項等を踏まえた工夫や配慮がなされ

ているか。  

③言語能力の確実な育成  

④伝統や文化に関する教育の充実  

⑤体験活動の充実  

⑥学校段階間の円滑な接続  

⑦情報活用能力の育成  

⑧生徒の学習上の困難さに応じた工夫  

〇生徒にとって分かりやすく理解が深まるような構成上の工夫や配慮がなされているか。  

①問題解決的学習を通して、創造性や自主性及び自立性を養うことができる。各題材に二次元コー

ドを記載し、生徒が主体的に学習に取り組めるよう工夫されている。 

②マークを用いて他の内容との関連、他教科、小学校との関連を表している。 

③外来語や略語の意味が理解できるよう、英語の綴りが併記されており、言語能力を養える工夫が

されている。 

④日本の伝統的な技術を知り、先人の知恵や技能が日本の文化を支え、発展させてきたことの理解

を通して、日本の伝統と文化の素晴らしさを理解し、自らの生活の中で継承・発展できるように

している。 

⑤実習を行う際には、科学的な原理・法則などを踏まえて計画・設計し、身体的な技能などを用い

て具体的なものが創造できるようになっている。 

○両立が難しいときに、何を重視するかを決定するトレードオフの関係に気付ける「トレードオフ

マーク」を掲載し、繰り返し学べるようにしている。また、最もよいバランスに「最適化」する

ように考えさせている。その他、「安全」「環境」「防災」などのマークで留意点を分かりやすくし

ている。 

 

（ｴ）分量・装丁・表記等 

① 各内容の分量とその配分は適切であるか。  

② 体裁がよく、生徒が使いやすいような工夫や配慮がなされているか。  

③ 文章表現や漢字・用語・記号・計量単位・図版等、生徒が理解しやすいような工夫や配

慮がなされているか。 

①系統的・発展的に組織されており、分量・配分は、授業時数や多様な指導計画などに適応できる。

特定の事項・事象・分野などに偏らず、全体的に調和がとれている。 

②「学習項目の目標」「基礎的・基本的な内容の習得」「実践課題」「振り返り」の順に構成されてお

り、使いやすくなっている。 

③図、イラスト、写真を用いてわかりやすくまとめられ、カラーUD、UD フォントを採用している。 

 

协
イ
卐
教
科
・
種
目
別
の
観
点 

①実践的・体験的な活動を通して、基礎的な知識及び技能の習得やそれらを生かした思考

力・判断力・表現力等の育成を図るための工夫や配慮がなされているか。 

①技術的に考えられるよう、「工夫」「技術の仕組み」「科学的な原理・法則」にわけている。 

①作業では、修正が必要な場合にも対応できるよう、修正方法を取り扱っている。 
 

②「技術の見方・考え方」や「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせた学習となるよ

う、内容構成に工夫や配慮がなされているか。 

②ガイダンスのページでは、「技術の見方・考え方」を取り上げ、各編で深めている。 

②身近な製品の工夫を取り上げ、製品と結びついた発問や解説を取り入れることで、具体性のある

知識を身に付けさせる工夫がされている。 

②実践的・体験的な学習活動を通して、生活をよりよくしようとする意欲を引き出し、自ら問題を

見出し、課題を設定して、解決を図る力を身に付けることができるように工夫している。 

 

③既存の技術の理解を図る学習過程や、生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定 

し解決する力を養う学習過程が取り上げられているか。 

③実習例では、問題の発見と課題の設定が記載され、学習と社会との関連が分かるようになってい

る。また、これからの技術について考えさせられるような話題を取り上げ、将来的な技術への関

心・課題意識につながるよう工夫されている。 

③資料が少なくなりがちな、動物の飼育、水産生物に関する学習内容を豊富に取り扱い、地域に密

着した生活、社会の中の問題を見出しやすくしている。 
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